
本物の日本文化を体験する観光拠点整備事業（ACEプログラム） （文化庁・観光庁連携事業）

【現状・課題】 地域で継承されてきた魅力的な文化資源が、磨き上げられた「観光資源」として活用しきれていない

事業目的

✓ 文化庁・観光庁が連携 → 文化観光拠点地域の形成を支援

✓ 多彩な体験プログラムを通じて、来訪者に地域の周遊を促す → 滞在の長期化・消費拡大を実現

✓ 観光の収益が文化資源や従事者に再投資される仕組みを構築 →地域文化の活性化の好循環を形成

◎ 支援期間終了後も人材の確保や継続的な文化資源の磨き上げ、拠点地域の魅力向上の自走化を目指す

事業内容

①観光拠点の形成を主導する人材等の確保・育成

②文化体験の提供に必要な施設・設備の整備

③デジタル技術の積極的な活用

（オンライン予約システム、マーケティングの高度化等）

それぞれの地域だからこそ提供できる本物の日本文化を体験・体感することを通じて、文化に対する理解を深め、

外国人観光客を中心に来訪者の滞在長期化・リピーター化を図る取組を促進

支援対象となる内容

伝統的行事
への参加

地域で継承されてきた
伝統的な文化体験

古民家を改修した
宿での宿泊体験

地域コーディネーター

地域で継承されてきた
伝統的な文化体験

事業期間

最大5年間（年度ごとに厳正な審査あり）

補助事業者

地方公共団体、民間事業者等

補助率

1/2 ※補助率加算要件を満たす場合、最大2/3

佐賀県が申請し、「世界の文化創造拠点ARITAプロジェクト」として、R7年度採択（R１１年度まで最大５年間実施予定）
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